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はじめに
上肢疾患患者の機能やQOL(quality of life)を評価する場合，患者の性別や年齢，あるいは
患側が利き手側か非利き手側かによって，その結果が少なからず影響を受けることは容易
に理解でき る．しかし，従来の肩関節評価では，これらによる影響，疼痛などによる他
領域への交絡，観察者バイアスなどがほとんど考慮的されていない1)-3)．これ らのこと
を考慮すると，統計学的および計量心理学的に選出された質問項目からなるアンケート様
式の患者側評価法が望まれる．われわれは，これらの影響を十 分に考慮した作成過程を
経て，多くの肩関節疾患に対応する包括的な患者立脚評価法を作成した．
Key words：Shoulder, Questionnaire, Patient-based evaluation
* A characteristic and the direction for uses of self-assessment tool for the Shoulder
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